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空調におけるエネルギー運用を効率化する

エネルギー損失モデルの考察



会社概要
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Corporate Profile

■ 社 名（商号）

千代田計装株式会社

■ 本社所在地
〒８１４－０００６

福岡県福岡市早良区百道１－１８－２５
地下鉄藤崎駅より徒歩５分

■ 事業所 北九州、長崎、大分、熊本、宮崎、
鹿児島、沖縄、大阪

■ 創 業 １９５５年（昭和３０年）１１月

■ 従業員数 １３０名（２０２４年６月現在）

■ ＵＲＬ http://www.ckcnw.co.jp
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どんな仕事？What kind of work?

創業以来、空調を始めとする自動制御装置の

設置やシステム管理などの高度な計装技術により、

オフィスビル、商業ビル、ホテル、病院、学校、

工場など多様なお客様のニーズに幅広く対応し、

多くの信頼をいただいています。
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ますます情報化社会が進む中、私たちはメーカー・商品・技術など、

国内・海外を問わずあらゆる面でお客様の自由な選択にお応えできるよう、

さらにグローバルかつユニバーサルな企業を目指します。

デジタル調節計

温湿度センサ

電動二方弁

空調コントローラ

モーターダンパ

デジタル設定器

可変風量（VAV制御）

センサによる各種計測

人感センサによる照明連動

空調制御

中央監視

熱源制御

照明制御

エネルギー
見える化



空調エネルギー運用の効率化 CKC’s Issue
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一般的なオフィスビルのエネルギー消費割合を

右図のように用途別に分類すると、

「無駄なエネルギーコストを削減したい」

❖ 解決したい課題

そのため、これら設備のエネルギー損失が

建物全体に与える影響は大きいと言えます。

熱源

26%

熱搬送

13%
照明・コンセント

36%

動力

7%

その他

13%

換気

5%

この部分の削減効果は大きい

□一般的なオフィスビルのエネルギー消費割合の用途別分類

空調が占める割合は約44%です。



セントラル空調 Central air-conditioning

大型の建物では、セントラル空調という空調方式が用いられます。

セントラル空調は、主に以下の機器から構成されます。

❶ 全フロアを空調するための冷温水(熱媒体)を生み出す、

建物内外の１箇所に集中した熱源装置（ボイラ・チラーなど）

❷ 冷温水と熱交換して冷風・温風を生み出し、各フロアの

冷房・暖房を行う空調機（AHUやFCUなど）

・ボイラで温水を生み出し、送水ポンプで送り出す。

・AHUの中を温水が流れ、冷えた空気を温める。
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・温まった空気は温風として各部屋へ送り出される。

・空気と触れて温度が下がった温水は、

再びボイラーへ帰っていく。

～ セントラル空調 暖房の仕組み ～

B1F

1F

2F

3F

4F

温水冷水

□ 一般的な構成

空調機（FCU）

冷風

温風
空調機（FCU）

空調機（AHU）

冷風

温風

冷風

温風

空調機（AHU）

冷風

温風

空調機（AHU）

冷風

温風

熱源装置（ボイラー・チラーなど）



地域熱供給（地冷） District Heating and Cooling

複数の建物や施設に対し、エネルギーセンターで作られた熱を配管を通じて供給するシステムです。（地域冷暖房とも言います）

建物内に熱源を持つ設備と異なり、まとめて熱を生成するため、比較的に熱源のサイズが大きくなり効率が上がるとされます。

しかし、ビルが熱源を持つ場合と比較して管路が長いため、

熱媒体の搬送にかかるコスト（エネルギー量）が大きく、搬送中の熱の損失が大きくなりやすい欠点があります。

今回の問題はこの点に着想を得ております。
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温水
蒸気

冷水

地域導管

オフィスビル

病院・
公共施設

商業施設

エネルギーセンター



Study Group Workshop Theme
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① セントラル空調で熱媒体となる冷温水について、

搬送中のエネルギー（熱量[J]）の損失を見積りたい

② 冷温水の温度(送水温度)を変化させることによる、

総エネルギー効率(%)を可視化したい

❖ エネルギー損失の可視化 Calculate Energy Loss Estimates

→ それらを計算するための

エネルギー損失の数理モデルを作成したい



問題設定 Assignment
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熱媒体は熱源から送り出されてから、
ビルで消費される熱量と搬送中に逃げる熱量を失い、熱源に戻ります。その間の熱媒体に関し、

１．搬送中にロスする熱量 [J] と、ビルで消費された熱量 [J] を計算してください。
２．熱媒体の運搬に必要な物理エネルギー [J] を計算してください。
３．それらの和を最小にする送水の設定を与えてください。

熱源

ビル

送水温度 𝑇𝑠

還水温度 𝑇𝑟

ビル取水温度 𝑇𝑡

ビル返水温度 𝑇𝑏

外気温 𝑇𝑜

● 前提 ●
水は外部に捨てることなく、基本的に循環させて利用します



問題を考えていただくにあたり Our Opinion
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❖ 最終的に得たいと思っている事柄

管や熱媒体に関する情報、そして送水に関する温度や圧力等の運転パラメータから、
取水温度や、搬送熱量、損失熱量を得られる関係式または数理モデルが作成できるとうれしいと考えています。

※ 運転パラメータを変えると効率等がどのように変化するかを把握するのに、様々な現場で汎用的に使っていきたいイメージがあります。

そして、それらを用いてより良い運転方法を決定する仕組みができあがればさらにうれしいです。

❖ 想定している研究の進め方

以上までに書いたような熱損失の計算モデルの構築を行っていただき、
その後、構築したモデルの性能を実データとの比較により検証する、という流れで研究をしていただく予定です。
ただし、問題へのアプローチの仕方によっては、この通りの進め方にならない場合もあります。

❖ 提供するデータに関して

基本的にデータは1時間おきのものとなります。（現場システムの日報がこの粒度のためです。例外もございます）
データの種類には送水圧力、送水温度、送水量などがあります。
必ずしもモデルに組み入れたパラメータの値を提供できるかは保証しかねますが、
使えるデータだけに縛られることなく自由にモデルを作成していただけると幸いです。



想定される研究スケジュール Schedule
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7/24 (水) 7/25 (木) 7/26 (金) 7/27 (土) 7/28 (日) 7/29 (月) 7/30 (火)

モデル作成

調査・質問・討論

成果報告会

モデル検証

後半2日間はほぼモデル検証と報告作成に
あたることを想定しています

（モデルの作成を継続していただいてもよいです）

報告作成

前半3日間は弊社から担当者が討論に参加し、
必要な知見等のアシストをします

初回説明

報告会




